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55年 

町 の 人 口 

人 口 9,361 人 （減44) 

男 4,491 人 （減14) 

女 4,870 人 （減30) 

世帯数 3,015世帯（増4) 
~~~~～へ~～~~~．へ．へ~～へ 

出生 6人 転入 77人 

死亡 6人 転出121人 

(55年3月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（昨年の軟式野球連盟リーグ開幕戦・町民球場） 

雨に 士く島轟男，覇議リーグ開幕戦 
軟式は5月H日・ソフトは検討中― 

赤池町軟式野球連盟（白川正照会長）では、 3月23日開幕の予定であった55年度のリーグ 

戦は1カ月余にわたり雨に泣かされ、依然として開幕戦か行われておりません。今年は15 

チームの登録が行われ、・町民グラウンドと中学校グラウンドにおいて熱戦が展開されます。 

また、今年より町壮年ソフトボール連盟（清原義則会長）により町内地区公民館選抜に 

よるリーグ戦も併せて開催されますが、これは年令30歳以上（ただし軟式野3オ漣盟加入者 

は35歳以上）で女性（既婚婦人）も含まれています。現在16チームカ澄録されており、毎 

月第一、第三日曜日に行われます。熱戦を期待します。 《軟式野球チーム名〉●草場クラ 

⑩役場野I精ゆFダックス●ブラックローズ●商工会⑥スラッガーズ●上野メッッ●ォ 

リバーズ窃奄車角●ャングメンのナインズ●スターダスト⑩赤池ガッッO大浦ヤンガーズ 

〇役場OB。なお、リーグ戦の終了日程は10月末日の予定。 



け
 

(3） 第208号 し、 け 

題 「野猿」 

優秀作品に“岡部日出朗さん，, 

4月例会『写団ファミリー』 
4月18日徐）午後7時から町民会館において、会員8名が出席 

し、モノクロ巧点、カラ- 196点の作品の合評をした。 

〈今月の優秀作家・カラーの部〉 

一席「太田勝正」 二席「岡部日出朗」 三席「戸塚栄太郎 

四席「永尾冨男」 五席「花井一洋」 六席「三宅嘉ー」 

（評） 

今月は岡部さんの作品ですが、この写真から厳しい冬に生き 

ている野生猿の生活をうかがうことができます。又、画面を前 

詰めにしているため、寒さに震える」噴のしぐさがより強く感 

じられ、好感の持てる写真になっています。 

すこし猿か動いたのか？カメラブレか？は良く分りませんが、 

画面に鮮明さがないのか残念ですね。 

い け 昭和55年5月1日 （2) あ
 

報
 

広
 

第208号 昭和55年5月1日 

町
民
体
育
 

5
月
 18 

日
町
民
グ
ラ
ウ
ン
 

五
月
空
、
薫
風
に
勇
泳
す
る
鯉
の
ぽ
 

り
。
‘
そ
う
、
五
月
は
町
民
体
育
大
会
の
 

季
節
で
す
。
 

第
十
九
回
健
康
づ
く
り
町
民
体
脊
大
 

会
が
、
来
る
五
月
十
八
日
（
日
）
、
町
民
 

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
挙
行
き
れ
ま
す
。
 

こ
の
体
育
大
会
は
、
体
協
を
は
じ
め
、
 

地
区
公
連
、
町
内
の
各
種
民
主
団
体
で
 

組
織
す
る
実
行
委
員
会
（
委
員
長
は
池
 

田
体
協
会
長
）
が
主
催
ず
る
も
の
で
、
 

企
画
立
案
が
ら
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
 

す
で
に
数
次
の
実
行
委
、
専
門
委
の
 

中
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
競
技
役
員
の
編
 

成
も
終
り
、
先
の
地
区
公
連
理
事
会
で
 

【
昨
年
の
 

認 
ヒ 1嶋 

競
技
か
ら
 

一
人
三
脚
】
 

田川交通安全協会 

去
る
四
月
六
日
よ
り
十
五
日
ま
で
全
 

国
的
に
行
わ
れ
た
「
春
の
交
通
安
全
運
 

各
地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
力
要
 

請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
と
し
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
と
く
に
 

目
新
し
い
も
の
は
、
地
区
対
抗
競
技
で
、
 

壮
年
、
婦
人
の
混
合
リ
レ
ー
。
ま
た
、
 

オ
ー
プ
ン
ゲ
ー
ム
で
は
、
上
野
、
市
場
、
 

町
部
、
中
尾
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
綱
引
 

き
、
お
化
粧
の
応
援
団
諸
氏
を
中
心
と
 

し
た
化
粧
大
会
。
こ
れ
に
続
く
全
員
で
 

赤
池
小
唄
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
等
。
健
康
・
 

づ
く
り
は
全
町
民
で
、
と
提
唱
す
る
プ
 

ロ
グ
ラ
ム
編
成
委
の
苦
心
の
あ
と
が
に
 

じ
み
出
て
い
ま
す
。
 

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
華
や
 

か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
キ
品
‘
心
に
、
み
ん
な
 

の
協
力
で
「
新
緑
の
祭
典
」
を
成
功
さ
 

せ
る
べ
く
競
技
役
員
会
、
地
区
対
抗
競
 

技
抽
選
会
（
十
四
日
午
後
八
時
か
ら
）
 

等
を
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
込
 

み
、
大
会
当
日
に
備
え
て
お
り
ま
す
。
 

願
わ
く
ば
五
月
晴
れ
の
下
で
、
無
事
 

大
会
が
終
り
ま
す
よ
う
祈
り
な
が
ら
、
 

最
後
に
各
位
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
 

実
行
委
員
会
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赤
池
チ
ー
ム
（
A

パ
ー
ト
）
1

位
 
吸
 

》、《 

勝
 

ー
ー
筑
豊
支
部
親
善
ハ
ル
H
レ

大

会

1

 

2
 

福
岡
県
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
 

盟
主
催
の
第
六
回
筑
豊
支
部
親
善
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
大
会
（
春
の
部
）
が
、
三
月
 

三
十
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
川
 

崎
町
民
会
館
に
お
い
て
二
十
四
チ
ー
ム
 

の
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
な
ご
 

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
赤
池
 

チ
ー
ム
は
A
パ
ー
ト
に
出
場
し
、
勾
金
、
 

筑
穂
チ
ー
ム
を
適
一
し
、
見
事
一
位
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

〈
経
導
 

一
試
合
目
の
勾
金
チ
ー
ム
戦
で
は
楽
 

勝
で
し
た
が
、
二
試
合
目
の
筑
穂
チ
ー
 

ム
戦
で
は
相
手
も
強
く
、
 
ー
セ
ッ
ト
目
 

を
取
ら
れ
蚕
女
搾
ル
（
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
 

、
、
ノ
 

り
 の

ー
 

動
」
実
施
期
間
中
、
晦
民
各
位
の
ご
理
 

解
と
ご
協
力
に
よ
り
事
故
な
く
終
り
ま
 

し
た
こ
と
か
歳
）
謝
致
し
ま
す
。
 

只
、
こ
の
上
お
願
い
致
し
た
い
こ
と
 

は
、
常
日
頃
運
転
さ
れ
る
方
も
、
歩
行
 

者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
 

通
安
全
運
動
に
益
々
ご
協
力
の
程
、
お
 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

な
お
、
私
共
の
願
い
で
あ
る
協
会
の
 

趣
旨
に
賛
同
の
上
、
田
川
交
通
安
全
協
 

会
特
別
賛
助
会
員
と
な
ら
れ
た
方
々
よ
 

り
支
部
運
営
資
金
と
し
て
金
一
封
い
た
 

だ
き
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
報
告
 

致
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
 

に
、
協
会
員
一
同
、
心
を
新
た
に
し
、
 

目
的
完
遂
の
た
め
益
々
努
力
す
る
決
意
 

で
あ
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て
今
後
の
ご
 

二
、
三
セ
ッ
ト
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
ろ
 

し
く
フ
ァ
イ
ト
で
頑
張
り
、
A

パ
ー
ト
 

で
一
位
と
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
い
つ
も
お
世
話
 

し
て
下
さ
る
仲
島
和
子
さ
ん
や
河
本
キ
 

ヌ
エ
さ
ん
は
じ
め
、
応
援
し
て
下
さ
る
 

方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

又
、
暖
か
く
見
守
っ
て
下
さ
る
ご
家
 

族
の
比
農
方
に
心
か
ら
感
謝
致
し
て
お
 

り
ま
す
。
今
後
共
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
 

致
し
ま
す
。
 

ー 

、
2
i
一 

ー
ノ
、
‘
 

「 21 
~
 14 

、 

戦
績
は
次
の
と
お
り
 

、
●
1
1
0
一 

o 

0
勾
金
 

●
赤
池
2
 

21 21 18 
~ l i 
15 11 21 
～ー・ノ 

1
筑
穂
 

【
選
手
の
紹
介
】
 

責
任
者
仲
島
和
子
 
監
督
舌
間
栄
子
 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
木
月
貴
子
 

コ
ー
チ
日
 

野
喜
美
子
 
選
手
香
月
京
子
 
早
川
久
 

美
子
 
小
笹
砂
代
 
川
村
千
鶴
子
 
星
 

月
末
子
 
水
上
幸
美
 
安
武
た
つ
子
 

渡
和
代
 
林
公
子
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

危
険
物
取
扱
者
 

試
験
準
備
講
習
会
 

▼
と
き
 

〇
6
月
1
日
回
 
9
時
ー
 17 

時
 

▼
と
こ
ろ
 

o
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
（
田
川
市
 

平
松
町
「
蕃
三
六
号
）
 

▼
講
習
科
目
 

〇
危
険
物
関
係
法
令
 
〇
基
礎
物
理
学
 

及
び
基
礎
化
学
 
〇
危
険
物
の
性
質
 

並
び
に
火
災
予
防
及
び
消
火
方
法
 

▼
受
講
者
の
受
付
 

〇
田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
 

固
0
9
4
7
4
→
④
→
0
6
5
0
 

〇
田
川
地
区
消
防
署
金
田
分
署
 

固
0
9
4
7
っ
一
②
→
0
3
0
7
 

▼
受
講
料
 

〇
三
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
）
 

▼
受
講
の
申
込
み
 

〇
5
月
6
日
か
ら
5
月
 19 

日
ま
で
 

▼
間
合
わ
せ
先
 

丁
一
 

〇
田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
 

J
・
り
 ノ

 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

か 

⑥
田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
特
別
 

賛
助
会
員
名
 

青
柳
窯
元
 
堀
川
窯
元
 
田
川
農
協
 

赤
池
支
所
 
吉
田
運
送
脚
 
高
林
組
用
 

ブ
 

り
ヲ
 

に
 

赤
池
耐
火
工
業
 
九
光
石
油
 
筑
豊
 

繊
維
工
業
 
小
松
利
道
 
西
日
本
設
計
 

脚
 
赤
池
商
事
 
小
島
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
 

店
 
藤
重
衣
料
品
店
 
筑
豊
ガ
ス
商
会
 

藤
田
勇
夫
 
秋
祭
り
山
笠
組
 

新
入
学
児
童
を
中
心
に
 

街
頭
活
動
実
施
 

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
 

間
、
五
十
五
年
春
の
交
通
安
全
運
動
が
 

行
わ
れ
、
そ
の
実
施
期
間
中
、
通
学
生
 

徒
児
童
（
特
に
新
入
学
児
童
）
キ
品
ー
心
 

と
し
た
街
頭
活
動
が
田
川
交
通
安
全
協
 

会
赤
池
支
部
役
員
、
市
場
、
上
野
両
小
 

学
校
の
先
生
、
及
び
赤
池
町
交
通
安
全
 

推
進
協
議
会
々
員
の
協
力
の
も
と
で
行
 

一 

．
昌
，
三
〒
ニ
‘
三
f

，
一
，
‘
，
一
ー
，
，
昌
，
昌
，
・
ー
三
・
ニ
・
・
畢
ニ
…
 

三
早
言
i
一
〒
ニ
三
三
―
三
〒
昌
〒
ニ
三
‘
三
！
1
！
・
昌
・
三
・
三
・
言
I

三
・
言
・
三
手
三
！
…
三
ニ
三
〒
ニ
三
‘
ニ
！
〒
ニ
一
・
三
・
昌
〒
一
・
昌
・
 

（早谷克粘） 

交通安全運動 

実施期問中 

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
街
頭
活
動
は
、
主
と
し
て
通
学
 

路
の
危
険
な
横
断
箇
所
で
あ
る
赤
池
派
 

出
所
周
辺
、
ス
ー
パ
ー
木
月
店
前
、
町
 

民
会
館
前
、
上
野
里
交
差
点
等
で
、
午
 

前
七
時
二
十
分
か
ら
八
時
ニ
十
分
ま
で
 

の
約
一
時
間
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

通
学
生
徒
、
児
童
も
非
常
に
歩
行
マ
 

ナ
ー
を
よ
く
守
り
、
街
頭
活
動
に
参
加
 

さ
れ
た
方
々
を
安
心
さ
せ
た
よ
う
で
し
 

た。 【
木
月
商
店
前
で
の
街
頭
運
動
か
ら
 

和
名
 
皐
月
（
さ
つ
き
）
 

さ
つ
き
の
花
が
咲
く
意
味
と
早
苗
を
 

植
え
る
早
苗
月
を
つ
づ
め
て
五
月
を
皐
 

月
と
い
う
。
 

1
日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
押
タ
m
) 

メ
ー
デ
ー
 

2
日
（
金
）
 

郵
便
貯
金
創
業
記
念
日
 

3
日
（
土
）
 

5
日
（
月
）
 

八
十
八
夜
 

憲
法
記
念
日
 

こ
ど
も
の
日
 
立
夏
 

児
童
福
祉
週
間
は
じ
ま
る
 

7
日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
世
 

8
日
（
木
）
 

世
界
赤
十
字
デ
ー
 

10 

日
（
土
）
愛
鳥
週
間
は
じ
ま
る
 

11 

日
（
日
）
 

母
の
日
 

13 

日
（
火
）
戦
傷
病
者
補
曹
大
支
給
（
 

修
理
）
等
巡
回
相
談
（
直
方
 

市
中
央
公
民
館
 10
 

時
ー
 15
 

時
 

14 

日
（
水
）
 

種
痘
記
念
日
 

17 

日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
雌
ン
タ
m
) 

風
治
八
幡
川
渡
り
神
幸
祭
 

（
十
八
日
ま
で
田
川
市
）
 

18 

日
（
日
）
 

町
民
体
育
祭
（
雨
天
の
場
 

22 21 

合
は
 25 

日
に
順
延
）
 

国
際
親
善
デ
ー
 

日
（
水
）
 

小
満
 

日
（
木
）
 

献
血
日
（
赤
池
商
事
前
・
 

役
場
建
設
課
前
）
 

23 

日
（
金
）
 

ふ
み
の
日
 

27 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
m
) 

30 

日
（
金
）
 

消
費
者
の
日
 

J
 J

 

第
7

・8

回
「
福
岡
県
 

少
年
の
船
」
団
員
募
集
 

▼
目
的
 
福
岡
県
の
次
代
を
背
負
う
少
 

年
が
集
い
、
船
上
で
の
レ
ク
レ
ー
シ
 

ョ
ン
や
沖
縄
少
年
と
の
交
歓
会
及
び
 

見
学
を
共
に
し
て
、
お
互
い
の
友
情
 

を
深
め
な
が
ら
、
団
体
生
活
の
楽
し
 

さ
と
社
会
参
加
の
意
義
を
学
ぶ
。
 

▼
と
き
 

〇
第
7

回
n
 55 

年
7
月
 25 

日
ー
 29 

日
 

〇
第
8

回
n
 55 

年
8
月
3
日
1
7

日
 

▼
研
修
地
 
沖
縄
本
土
 

▼
募
集
人
員
 
六
〇
〇
名
 

〇
小
学
生
（
五
年
以
上
）
四
〇
〇
名
 

〇
中
学
生
 
二
〇
〇
名
 

▼
料
金
 

〇
小
学
生
 
三
五
、
五
〇
〇
円
 

〇
中
学
生
 
三
八
、
〇
〇
〇
円
 

（
他
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
代
の
一
部
を
負
担
 

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）
 

▼
募
集
期
間
 
5
月
7
日
ま
で
 

▼
申
込
条
件
 

①
福
岡
県
在
住
の
少
年
（
小
学
五
年
以
 

上
、
中
学
ま
で
の
男
女
）
 

②
王
催
者
の
計
画
に
従
っ
て
規
律
あ
る
 

行
動
及
び
団
体
生
活
が
出
来
る
と
共
 

に
か
な
り
の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

に
も
耐
え
得
る
心
身
と
も
の
強
健
者
 

③
過
去
に
少
年
の
船
に
参
加
し
た
人
は
 

ご
遠
慮
下
さ
い
。
 

※
募
集
要
項
は
七
、
八
回
共
同
じ
 

▼
申
込
・
間
合
わ
せ
 

〇
赤
池
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
 

固
赤
池
四
一
〇
〇
番
 



(5） 第208号 昭和55年5月1日 い け あ
 

報
 

広
 

け
 

い け 昭和55年5月1日 第208号 か
 

あ
 

報
 

広
 

まち 

の
 

一
 芸

 
文
 

一
 

一 

阿
蘇
野
焼
行
 

高
橋
 
野
火
 

テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
、
そ
れ
も
気
象
 

衛
星
「
ひ
ま
わ
り
」
の
撮
影
し
た
も
の
 

を
こ
こ
数
日
注
目
し
て
い
た
。
そ
れ
は
 

阿
蘇
の
野
焼
を
見
に
行
く
と
な
る
と
、
 

や
は
り
天
候
が
気
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 

神
に
祈
る
気
持
だ
っ
た
の
が
通
じ
た
 

の
か
、
当
日
は
カ
晴
4

の
サ
イ
ン
が
で
 

た。 
三
月
十
九
日
、
午
後
一
時
二
十
分
程
 

廻
づ
た
と
こ
ろ
で
一
路
熊
本
へ
出
発
、
 

高
速
道
は
単
調
だ
っ
た
が
、
阿
蘇
路
に
 

入
っ
て
趣
き
が
だ
ん
だ
ん
違
っ
て
い
っ
 

た
。
車
窓
に
木
を
曳
き
出
し
て
い
る
牛
 

が
い
た
。
馬
小
舎
が
あ
り
、
足
踏
み
し
 

て
い
る
よ
う
も
垣
間
見
た
。
山
畑
の
畦
 

も
焼
い
て
い
て
織
ん
な
火
勢
で
あ
っ
た
 

し
、
車
の
中
に
も
、
そ
の
温
も
り
や
草
 

.
 

『
踊
り
を
覚
え
 

の
弾
け
る
音
す
ら
聞
え
て
来
る
よ
う
な
 

も
の
で
あ
っ
た
。
 

●
阿
蘇
裾
野
畦
火
乍
ら
も
あ
な
ど
れ
ず
 

一 

歩
 

阿
蘇
は
麦
畑
が
展
け
て
い
た
が
、
そ
 

れ
が
途
切
れ
る
と
累
々
と
重
な
る
棚
田
 

に
は
、
雪
や
霜
に
傷
ん
だ
藁
塚
が
傾
き
、
 

き
び
し
か
っ
た
山
奥
の
冬
の
形
相
が
う
 

か
が
え
た
。
 

●
藁
塚
の
春
田
の
さ
び
て
阿
蘇
盆
地
 

春
 
翁
 

阿
蘇
は
い
つ
来
て
も
噴
煙
を
上
げ
て
 

い
た
。
そ
の
煙
が
枯
れ
轟
く
し
た
草
原
 

を
静
か
に
這
っ
て
降
り
て
い
た
。
そ
こ
 

に
私
は
大
自
然
の
人
間
の
喜
怒
哀
楽
を
 

拒
否
す
る
厳
し
い
姿
勢
を
見
た
。
知
ら
 

ん
顔
で
あ
る
o

阿
蘇
は
感
散
噴
き
つ
づ
 

け
る
の
で
あ
る
。
 

●
野
焼
に
は
か
、
は
り
も
な
く
阿
蘇
噴
 

火
 

野
 
火
 

わ
く
程
に
阿
蘇
盆
地
は
梅
の
花
盛
り
 

で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
梅
の
散
り
果
て
 

た
里
か
ら
来
た
皆
さ
ん
は
興
味
な
い
様
 

子
で
、
唯
々
噴
煙
を
遠
目
に
旅
愁
に
ひ
 

た
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
で
あ
っ
た
。
 

●
遠
霞
し
て
噴
煙
に
ま
ぎ
れ
な
し
 

駒
 
女
 

●
霞
と
も
山
焼
く
煙
と
も
阿
蘇
は
 

千
恵
子
 

宿
に
着
く
と
温
泉
気
分
な
ど
、
皆
さ
 

ん
と
ん
で
も
な
い
道
笛
ー
ば
か
り
で
あ
る
。
 

俳
句
鍛
錬
の
場
で
あ
る
。
タ
食
前
後
、
 

句
会
が
二
回
つ
づ
き
、
夜
更
け
ま
で
俳
 

論
に
花
を
咲
か
せ
た
。
常
連
の
句
は
割
 

愛
し
て
、
新
進
気
鋭
の
人
の
入
選
句
を
 

ー

 

ノ
 

‘

、

、

、

 

ー ～ ～、 

て
み
ま
せ
ん
か
』
 

旅
行
先
や
お
盆
・
忘
 

赤
池
町
（
貴
船
）
菊
谷
ミ
ツ
エ
こ
と
 

花
柳
芳
春
菊
で
は
、
昨
年
一
月
に
自
作
 

自
曲
（
赤
池
音
頭
）
を
自
ら
振
付
け
に
 

よ
り
赤
池
地
区
の
三
彩
会
や
友
楽
会
な
 

ど
、
又
、
旅
行
先
で
赤
池
町
の
P
R
と
 

し
て
現
在
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

で
き
れ
ば
皆
さ
ん
に
も
、
こ
の
踊
り
 

を
み
ん
な
で
踊
っ
て
載
け
れ
ば
と
思
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
次
ま
で
ご
 

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

⑨
連
絡
先
 
菊
谷
ミ
ッ
ェ
（
⑧
赤
池
一
一
 

九
五
〇
番
）
 

月
赤
池
音
頭
（
"
\
“
畔
芳
熱
 

一、 

ハ
ア
ー
 

郷
土
名
物
 
数
あ
る
中
で
 

名
所
古
跡
は
興
国
寺
 

ソ
ー
ダ
ノ
、
ノ
、
興
国
寺
 

ど
な
た
も
こ
な
た
も
皆
お
い
で
 

一一、 

ハ
ア
ー
 

小
笠
原
藩
の
 
御
用
窯
で
 

見
事
な
出
来
ば
え
 
上
野
焼
 

ソ
ー
ダ
ノ
、
ノ
、
上
野
焼
 

ど
な
た
も
こ
な
た
も
皆
お
い
で
 

三、 

ハ
ア
ー
 

福
智
山
麓
 
皆
来
て
ご
ら
ん
 

清
い
流
れ
の
 
白
糸
の
滝
 

ソ
ー
ダ
ノ
、
ノ
、
白
糸
の
滝
 

ど
な
た
も
こ
な
た
も
皆
お
い
で
 

年
会
に
 

是
非
利
用
し
て
下
さ
い
 

（
炭
坑
節
ば
ん
奏
入
る
）
 

四
番
、
五
番
称
略
 

振
付
け
 

時
計
と
反
対
方
向
に
輪
を
 

作
り
、
音
頭
調
で
踊
り
ま
す
。
前
奏
は
 

チ
ョ
チ
ョ
ン
の
チ
ョ
ン
と
手
拍
子
打
ち
 

右
足
か
ら
両
手
で
押
し
て
押
し
て
を
し
 

な
が
ら
四
走
進
み
、
左
足
引
い
て
そ
ろ
 

え
る
。
 

日
ハ
ア
ー
 

景
費
ロ
た
 

チ
ョ
チ
ョ
 

ン
の
チ
ョ
 

ン
と
手
拍
 

子
を
打
つ
。
 

口
郷
土
名
物
数
あ
る
中
で
 

観
W
H
巨） 

右
足
進
行
 

方
向
に
出
 

し
、
左
手
 

を
上
げ
、
 

右
手
を
当
て
る
。
次
に
左
足
出
し
右
手
 

を
上
げ
、
左
手
を
右
手
に
当
て
る
。
・
」
 

れ
を
も
う
一
度
く
り
返
す
。
 

目
名
所
古
跡
は
 

左
足
を
 

後
に
引
 

き
、
右
 

手
上
（
 

手
の
平
 

鳳はF 

を
手
前
に
し
て
）
左
手
は
左
斜
後
に
下
 

げ
る
。
次
は
右
足
を
後
に
引
き
、
左
手
 

連
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

●
や
が
て
焼
く
五
岳
を
窓
の
山
荘
に
 

慶
 
子
 

●
宿
下
駄
に
芝
の
青
き
が
伝
は
り
来
 

昭
 
女
 

●
山
焼
の
煙
と
も
見
し
鳥
く
も
り
 

る
 

い
 

●
う
ら
ら
か
や
野
遊
び
心
得
し
日
和
 

玲
 
子
 

●
春
光
を
た
め
て
水
噴
く
宿
に
着
く
 

久
 
良
 

●
春
愁
や
忘
れ
た
き
こ
と
旅
な
れ
ば
 

佳
 
子
 

●
名
乗
り
合
い
す
ぐ
に
親
し
み
旅
っ
ら
 

ら
 

未
代
子
 

●
し
じ
ま
よ
り
深
き
闇
あ
り
春
の
星
 

雨
 
亭
 

翌
二
十
日
は
彼
岸
の
お
中
日
で
は
あ
 

る
が
、
朝
九
時
よ
り
山
焼
が
始
ま
る
と
 

言
う
の
で
朝
食
も
そ
こ
そ
こ
に
出
発
し
 

た
。
仙
酔
峡
道
路
を
山
な
み
に
入
っ
て
 

直
ぐ
野
焼
衆
の
乗
り
す
て
た
車
に
会
っ
 

た
の
で
、
私
達
も
そ
の
処
に
駐
車
し
て
 

待
つ
こ
と
一
時
間
余
。
で
も
、
い
っ
・
」
 

う
に
火
の
手
が
あ
が
ら
ず
一
旦
根
子
岳
 

の
裏
側
に
廻
っ
て
見
た
。
が
、
あ
き
ら
 

め
て
引
き
返
す
途
中
に
根
子
岳
中
腹
に
 

待
望
の
煙
り
が
あ
が
っ
た
。
風
向
き
で
 

ふ
も
と
 

頂
上
か
ら
麓
へ
焼
き
下
っ
て
来
る
ら
し
 

い
。
火
の
下
り
来
る
の
を
待
ち
な
が
ら
 

暫
し
、
高
原
の
冷
気
に
ひ
た
る
こ
と
に
 

し
た
。
な
だ
ら
か
な
山
の
起
伏
。
枯
草
 

の
ベ
ー
ル
に
旅
愁
を
お
ぽ
え
 

。
ふ
 

と
寄
っ
て
来
た
昭
女
さ
ん
が
、
 

「
犬
の
 

背
の
産
毛
の
様
に
柔
ら
か
そ
う
ね
」
辛
 

上
（
手
の
平
を
手
前
に
し
て
）
右
手
ち
 

右
斜
後
に
下
げ
る
。
 

四
興
国
寺
 

右
足
を
 

進
行
方
 

向
に
出
 

し
、
右
 

級
 ダ

×

I

 

鈴
「
日
誉
 

（
い
」
」
ハ
弐
（
 

‘
ー
J
ー

ー

、

 
，
に
ブ
c
え

f

 

ー
 

乙
ー
（
 

右
足
か
ら
 

」・r
で

 

三
走
は
ず
ま
せ
な
が
ら
進
ん
で
、
三
走
 

人
指
ゆ
び
で
左
 

の
上
を
さ
し
、
 

左
手
は
左
斜
後
 

に
下
げ
る
。
次
 

や
さ
し
い
女
の
感
情
を
見
せ
ら
れ
た
。
 

わ
た
 

ま
さ
し
く
枯
萱
の
架
の
と
び
墨
し
た
 

穂
は
見
る
限
り
素
適
に
柔
ら
か
そ
う
で
 

あ
っ
た
。
こ
れ
に
火
を
放
て
ば
一
気
に
 

高
原
を
火
の
海
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
 

こ
の
頃
に
な
る
と
見
物
の
人
々
の
車
 

が
随
分
ふ
え
て
来
た
。
車
を
連
ね
て
熊
 

本
の
俳
誌
「
阿
蘇
」
の
皆
さ
ん
大
勢
で
 

せ
き
よ
つ
し
ゃ
 

来
ら
れ
、
タ
陽
斜
主
幹
の
お
元
気
な
お
 

顔
も
見
え
て
、
迫
り
来
る
野
焼
の
炎
を
 

見
て
は
せ
っ
せ
と
句
帳
に
ペ
ン
を
走
ら
 

せ
て
お
ら
れ
た
。
 

一
‘
ょ
そ
 

古
代
南
九
州
を
統
帥
し
て
い
た
熊
襲
 

に
火
を
か
け
ら
れ
て
進
退
き
わ
ま
っ
て
 

太
刀
を
振
い
て
火
を
薙
ぎ
払
っ
て
、
結
 

局
は
熊
襲
を
打
ち
平
げ
た
（
草
薙
ぎ
の
 

剣
の
所
以
）
武
者
を
遥
か
に
憶
い
。
画
 

匠
繁
二
郎
描
い
た
阿
蘇
を
目
の
あ
た
り
 

に
し
つ
つ
。
私
達
の
足
元
に
も
野
焼
の
 

火
の
迫
っ
た
の
を
機
に
下
山
、
再
び
山
 

荘
に
と
っ
て
返
し
、
三
回
目
の
句
会
に
 

入
っ
た
。
 

●
噴
煙
の
お
だ
や
か
な
り
し
百
千
鳥
 

一 

歩
 

●
山
客
野
焼
て
ふ
こ
と
し
て
新
た
 

玲
 
子
 

●
山
焼
の
音
に
幅
あ
り
勢
ひ
あ
り
 

雨
 
亭
 

●
遅
霜
と
い
ふ
も
し
た
、
か
阿
蘇
盆
地
 

千
恵
女
 

●
火
山
灰
踏
ん
で
思
は
ぬ
と
こ
ろ
蕗
の
 

藁
 

未
代
子
 

《
白
石
天
留
翁
先
生
吟
》
 

●
春
眠
の
ロ
開
け
給
ふ
阿
蘇
寝
釈
迦
 

●
野
火
叩
き
作
り
し
跡
と
思
は
る
、
 

、j
ソ
 

，ノ 

×
 

岡
皆
お
い
で
 

舟い 

は
左
足
を
出
し
腰
を
お
ろ
し
、
左
手
で
 

右
の
方
を
招
ね
く
。
右
手
は
右
斜
後
下
 

に
下
げ
る
。
こ
れ
を
も
う
一
度
く
り
返
 

す。 
国
ソ
ー
ダ
ノ
、
ノ
、
興
国
寺
 

酒
納
パ
小
ノ
 

進
行
方
向
 

叱、、八、A
（
、
ー
ー
 
l
 
~P 

へ
、
右
足
 

二
い
M
d
A
リ（にI
ー
 
ー
 
ー
 
ト．v
、
か
ら
四
走
 

ー
v
・
ノ
＼
 

進
む
。
そ
 

の
時
、
両
手
を
図
の
如
く
上
で
輪
を
作
 

く
る
。
 

（
四
回
）
 

因
ど
な
た
も
こ
な
た
も
 

「量 
?
 

・ 

！ 

そ
の
場
を
 

右
廻
り
一
 

回
し
ま
す
。
 

《、 

一
J

ー
）
先
ず
右
 

足
を
右
横
に
縁
x
H
ー
ー
 

両
手
は
左
の
万
乙
え
ー
さ
 

方
か
ら
廻
す
 
ぐ

 

様
に
し
て
右
 

に
や
り
招
ね
く
。
次
は
左
足
を
ぐ
つ
と
 

入
れ
、
右
廻
り
で
進
行
方
向
へ
向
き
、
 

両
手
は
右
の
方
か
ら
廻
す
様
に
し
て
左
 

に
や
り
招
ね
く
。
 

両
手
を
そ
 

の
ま
ま
招
 

ー
ー
‘
ー
 

）f W
 
き
な
が
ら
 

三
走
は
ず
ま
せ
な
が
ら
進
ん
で
、
三
走
 

目
は
両
足
を
そ
ろ
え
る
。
 

※
二
番
ー
五
番
は
こ
の
順
序
の
く
り
 

返
し
で
す
。
 

『
赤
池
町
母
子
福
祉
会
』
 

会
員
の
募
集
 

今
日
、
複
雑
、
多
様
化
す
る
社
会
に
 

あ
っ
て
、
離
別
、
災
害
、
遺
棄
等
の
た
 

め
に
母
子
家
庭
と
な
る
世
帯
が
増
加
す
 

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

母
子
福
祉
法
に
よ
る
対
策
と
し
て
は
、
 

母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
け
、
母
子
相
談
 

員
に
よ
る
生
活
相
談
、
母
子
福
祉
セ
ン
 

タ
ー
に
お
け
る
生
業
指
導
、
な
ど
の
施
 

策
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

赤
池
町
母
子
福
祉
会
に
お
い
て
も
、
 

母
子
家
庭
の
医
療
無
料
化
運
動
の
推
進
 

や
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
一
日
父
親
等
 

の
行
事
を
計
画
し
、
経
済
的
自
立
や
生
 

活
意
欲
の
増
進
に
励
ん
で
い
ま
す
。
し
 

か
し
、
現
在
、
赤
池
町
母
子
福
祉
会
は
 

会
員
も
少
な
く
高
齢
化
し
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
も
会
員
募
集
し
て
い
ま
す
。
若
 

年
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
に
母
子
会
に
 

対
す
る
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
共
に
、
 

是
非
、
加
入
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
 

う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

〈
連
絡
先
〉
野
ロ
ト
シ
子
（
⑧
赤
池
四
 

六
二
一
番
又
は
役
場
福
祉
係
ま
で
。
）
 

》
 
」
 

●
残
雪
の
渓
を
軍
め
を
り
野
火
煙
り
 

( 55 

・3

・ 21 

日
野
火
記
）
 

万
葉
の
一
首
 

（
赤
池
南
町
二
）
 

安
食
 
正
美
 

何
年
か
前
に
テ
レ
ビ
映
画
の
中
で
、
 

ぬ
か
だ
の
お
お
き
み
 

万
葉
集
は
額
田
王
の
歌
で
、
 

「
あ
か
ね
 

む
ら
さ
き
の
 

し
め
の
 

の
L
<' 

さ
す
紫
野
ゆ
き
標
野
ゆ
き
野
守
は
見
ず
 

や
君
が
袖
ふ
る
」
 
が
、
広
く
詠
唱
さ
れ
 

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の
好
き
 

な
び
 

き
た
 

な
歌
は
、
 

「
う
ち
廃
く
春
来
る
ら
し
山
 

ま
 

こ
ぬ
れ
 

の
際
の
遠
き
木
末
の
咲
き
ゆ
く
見
れ
ば
 

お
わ
り
の
む
ら
ヒ
 

（
尾
張
連
）
で
す
。
 

然
し
、
こ
の
歌
は
斉
藤
茂
吉
先
生
の
 

万
葉
秀
歌
に
選
出
さ
れ
て
い
る
が
、
手
 

元
に
あ
る
久
松
潜
一
先
生
の
万
葉
秀
歌
 

千
首
の
中
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
不
思
 

議
な
一
首
で
あ
る
。
 

盆
栽
は
老
人
の
専
売
で
は
な
い
 

（
赤
池
下
町
）
 

中
村
 
市
郎
 

よ
く
、
盆
栽
は
老
人
の
趣
味
だ
と
い
 

う
。
た
し
か
に
老
人
が
盆
栽
に
取
り
組
 

む
姿
は
若
い
者
と
は
ち
が
う
。
真
剣
味
 

が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
樹
種
に
 

愛
情
こ
め
て
創
作
し
て
い
る
こ
と
は
若
 

い
者
と
は
若
干
ち
が
う
。
 

、
ソ
 9

 

年
寄
り
は
長
い
人
生
生
活
に
お
い
て
 

体
得
し
た
経
験
そ
の
も
の
が
盆
栽
培
養
 

上
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
思
い
 

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
 

何
も
盆
栽
は
老
人
ば
か
り
の
専
売
と
は
 

限
ら
な
い
。
若
い
者
だ
っ
て
盆
栽
愛
好
 

家
は
す
こ
ぶ
る
多
い
。
こ
と
に
都
会
な
 

ど
は
中
年
層
の
間
で
の
方
が
ブ
ー
ム
の
 

様
相
を
み
せ
て
い
る
地
方
は
、
至
る
と
 

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
盆
栽
を
一
 

人
前
の
古
木
に
育
て
る
の
に
時
間
が
か
 

か
り
、
又
、
培
養
の
手
入
れ
が
大
変
で
 

あ
る
。
 

例
え
ば
、
夏
季
な
ど
は
日
に
二
、
三
 

回
も
濯
水
し
な
い
と
枯
れ
る
樹
も
あ
る
。
 

そ
う
い
う
点
で
は
、
一
般
的
に
ひ
ま
 

の
多
い
老
人
の
方
が
盆
栽
に
取
り
組
み
 

や
す
い
。
し
た
が
っ
て
盆
栽
は
老
人
く
 

さ
い
趣
味
と
思
わ
れ
る
の
で
は
 

し
か
し
、
盆
栽
は
誰
に
で
も
で
き
る
。
 

初
歩
は
初
歩
な
り
に
年
月
を
か
け
れ
ば
 

技
術
も
向
上
し
て
い
く
。
や
が
て
花
が
 

咲
き
、
実
が
赤
く
熟
れ
た
と
き
の
楽
し
 

さ
は
、
何
を
や
言
わ
ん
や
で
あ
る
。
 

そ
う
い
う
点
で
、
盆
栽
培
養
は
日
本
 

の
庶
民
の
最
も
愛
好
す
る
趣
味
だ
と
思
 

う
。
老
も
若
き
も
、
そ
し
て
男
女
の
別
 

な
く
。
 

お
わ
り
 


